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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

2009 年 2 月期の通期の業績予想につきまして、2008 年 12 月 24 日付当社「2009 年 2 月期

第３四半期財務・業績の概況（非連結）」にて発表いたしました業績予想を下記の通り修正い

たしますので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．2009 年 2 月期通期業績予想の修正（2008 年 2 月 21 日～2009 年 2 月 20 日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 49,960 3,370 3,380 1,740

今回修正予想（Ｂ） 48,000 3,600 3,700 1,930

増減額 （Ｂ－Ａ） △1,960 230 320 190

増 減 率 （％） △3.9 6.8 9.5 10.9

（ご参考）前年同期実績 49,481 4,482 4,560 2,452

 

２．修正の理由 

下半期は、既存店売上高の対前年比は 6.5％減を前提に通期業績予想を計画いたしま

したが、9 月の米国リーマンブラザーズの破綻に端を発した世界的金融不安により、お

客さまの消費意欲は大幅に低迷するなど、上半期以上に経営環境は厳しさを増しました。 
当社の売上高においても、遊戯機械売上の回復遅れや人気カードゲームの一巡による

商品部門売上の落ち込みがあり、既存店売上は当初前提の対前年比 6.5％減を下回る見

通しです。 
しかしながら、厳しい経営環境を踏まえ、より効果が期待できる取り組みへの投資の

絞込みや、景品代やカード仕入れ等の原価の圧縮、販売管理費の削減等を進め利益確保

に注力いたしました。その結果、利益面では計画を若干上回る見通しとなりました。 
 

※上記記載の業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づいて作成したものであり、

実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

以上 


